
 

  楽しい冬休みに入ります。今年度は、いつもの冬休

みより長い 17 日間の冬休みです。外出する機会や

普段会えない遠くにいらっしゃる方と会う機会など

増えるのではないでしょうか。長崎県の新型コロナ

ウイルス感染者は、新規感染者「０」が続いています

が、オミクロン株の出現により、いつまた感染が拡大

するかわかりません。私たちができる予防を冬休み

もしっかりやっていきましょう。 

 

 

 冬休みがんばりカードを配布しています。起床・就寝時

刻、運動など、生活リズムの整った生活をして毎日元気

に過ごせるようにしましょう。 

 姿勢体操にも取り組んで！ 

 現在、四小で取り組んでいる正しい姿勢のための、姿

勢体操。四小ホームページにもアップしています。ぜひ

毎日の運動の一つに取り入れてください。 

 

 

 

 

 

 

 

＊「スマホ内
な い

斜視
し ゃ し

」ってご存じですか？＊ 

 日本以上に、若者のスマホ依存が強いとされる韓国で、

これまでにはあまりなかった７～１６歳の子どもの

「急性内
きゅうせいない

斜視
し ゃ し

」が増えているそうです。韓国で 2016 年

に「急性内斜視」の診断を受けた子ども達は、全員 1 日平

均 4 時間以上のスマホ使用者だったそうです。現在、日

本の若者にも増えているそうです。 

 

― タ  フ ー 

毎日の健康状態チェックのた

め、体温を測定し記入しましょう。 

TOUFH 
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ほけんしつだより  ―タ フー 

～おうちの人と一緒に読みましょう～ 

 

四小は、むし歯治療１００％をめざします！！ 

 



＜急性内
きゅうせいない

斜視
し ゃ し

の症状＞ 

〇寄り目  

〇物が二重に見える（複視） 

→遠近感や立体感がつかみにくくなる 

 

＊子どもは、自分の目の状態を自覚しづらい

ので、周りの大人が目の印象や黒目の位置の

異常に気付いてあげることが大事です。 

 

冬休みは寒さもあるため、家の中でメディア

に触れる時間が増えやすくなります。近くを見

がちになるのは、スマホばかりではありません。

健康に気を付けながら、メディアと上手に付き

合っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０分たったぞ。 

休けいだ！ 

①  歯みがきをせず

に、口の中を汚れたま

まにしておくと、口の中

の歯周病菌の数が

増えます。 

感染症予防に、歯みがきや歯科受診がなぜ大事なの？ 

 
② 歯周病菌は、ウイル

スなどが細胞への侵入

を促す成分を出していま

す。そのため、口の中が汚

れていると、感染症にかか

りやすくなるのです 

③ このように、侵入し

たウイルスは 、体の中

で増殖し、体の免疫力が

弱いと、病気が重症化す

るのです。 

ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
に
入
り

や
す
く
す
る
成
分
を
出
す
ぞ

～  

冬休み中も、食後の歯み

がきをていねいにして、む

し歯・歯肉炎予防とともに

感染症も予防しましょう。 

歯科の治療や定期受診を

して、口の中を清潔にし

ましょう。 
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コロナウイルス感染症
かんせんしょう

やインフルエンザの予防
よぼう

に歯
は

みがきが大事
だいじ

なわけ

歯
は

みがきをせずに口
くち

の中
なか

を歯周病菌
ししゅうびょうきん

はウイルスなどが

汚
よご

れたままにしておくと、口
くち

細胞
さいぼう

への侵入
しんにゅう

を促
うなが

す成分
せいぶん

を

の中
なか

の歯周病菌
ししゅうびょうきん

の数
かず

が増
ふ

出
だ

しているため、口
くち

の中
なか

が

えてしまいます。汚
よご

れているとウイルスに感染
かんせん

しやすくなります。
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このようにして侵入
しんにゅう

したウイ歯
は

みがきで口
くち

の中
なか

をきれいに

ルスは体
からだ

の中
なか

で増殖
ぞうしょく

し、体
からだ

保
たも

つことが大切
たいせつ

です。歯
は

をみ

の免疫
めんえき

力
りょく

が弱
よわ

いと、重症化
じゅうしょうか

がいて、歯
は

と歯肉
しにく

の健康
けんこう

を

しやすくなります。保
たも

ち、栄養
えいよう

をしっかりとって、

免疫力
めんえきりょく

をアップさせましょう。

（参考文献　松山州徳　プロテアーゼ依存的なコロナウイルスの細胞侵入ウイルス　第６１巻第１号）


